
開設してまだ１年が経っていないが、近隣の住民や地域の社会資源と積極的につながり、様々な交流が始まってい
る。その結果、敬老会は地域を巻き込んでの開催となっている。また、利用者が散歩に出かける場合でも、職員が利用
者を見守るだけでなく、近所の人も見守ってくれる関係が作られつつある。近所への散歩やドライブの他、週２、３回食
材の買い出しの帰りに、歩きたい利用者は職員と散歩しながら帰ってきている。季節ごとの花見や紅葉狩り、初詣等の
外出の他にシニアセンターや地区のお祭り、保育園の運動会の練習を見に行くなど、積極的に地域に出る機会を設
けている。食事は、月ごとに当番の職員が献立を作成して、近くのスーパーから食材を買って職員が調理している。季
節毎の行事の献立などもすべて手作りで、利用者の好みのものをメニューの中に取り入れ喜ばれている。利用者が
日々を「ゆっくり」と職員と「いっしょに」「楽しみながら」生活することを様々な工夫で支援する様子が見うけられた。

評価結果市町村受理日




















